
































ドバック）を示した（Watson and Lovelock, 1983)。 
  近年では、地球表層の物理過程を生態系との関
連に重きを置いて捉えようとする潮流も見える。



























































































篠田雅人 (2005): 沙漠研究, 14(4) 185-197.  
篠田雅人・森永由紀 (2005): 地理学評論, 78(13), 
928-950. 
安成哲三 (2003): 科学, 73(5), 555-558. 
Bonan, G. (2002): Ecological Climatology. 
Cambridge University Press, Cambridge. 
Charney, J. G. (1975): Quart. J. Roy. Meteor. Soc., 
101, 193-202. 
Watson and Lovelock (1983): Tellus, 35B, 284-289. 
図 2 干ばつメモリの波及効果（篠田・森永
2005）  
 
─ 38 ─
モンゴル植生変遷域ワークショップ，2007年1月，筑波大学
